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青年の自己像と基本的対人態度
丹下庄一，根来三枝子
University Students' Self-Images and Basic Attitudes to People 
SHOICHI TANGE AND MIEKO NEGORO 
は じ めに
自己慨念または自己像とは r客体としての自己」につ
いてのことであり r意織的事実として体験されたものと
しての自己」についてなのである。自己概念または自己像
に関する研究は数多くなされており，とくに背年期の心
理を理解する上て二これらの研究が役立つものと期待さ
れている。ニれらの研究の最近約10年間の展望について
まとめられた報告も出版されているizlすなわち.自己概
念の諸相関の関係および適応行動との関連，自己概念形
成のメカニズム.自己{象の研究・発達などがとり上げら
れている。
本稿では，向己{象と他の変数との関連をみようとして.
人に対する態度(基本的対人態度)をとり上げる。これは.
日常生活における経験により，何らかの関係があるので
はないかとの仮説をもったためである。
Horney却は現代の神経症的人格の考祭を行ったが.神
縫症において基本的な役割を果たすものは，「基本的不安」
である と考え.基本的不安に対する防衛の試みとして発
生する「神経的要求Jを10俗あげている。さらにこの神経
症的要求を 3つの大きな群に分知した(表ー|参照)。こ
の3つの要求を自己および他人に対する 3つの基本的指
向と呼んだ。
西->f41は， Horney の~;ti命にもとづき，基本的対人態度
を測定する方法を開発した。
表-1 Horneyの基本的指向
I 人々のJjlζ動< (回。vi ng to・e・rdpeople)
{依存】 例えば情愛への盛要求
2 人々R対立して動< (moving again・I pe.pl e) 
【寝軍】 例えば唱力への要求
S 人々から雌れる (moving &.&y rrOr'll peple) 
{銅立〉 例えば自給自足への要求
方 法
I 対象
大阪市立大学学生2∞名。性別 ・学年・学部がなるべく
偏よらないように.また所属クラブについても，運動系
.音楽系・文化系でなるべく偏よらぬように配慮した.
被験者の性別."14 ・学部・所属クラブ別の人数は表-2
のとおりである。
表-2 彼験者 の内わけ
I 調査項目
l 自己像の測定
S D (Semantic Oifferential)法を用いる。性格，身
体{撃など自己{象を表わすと忽われる形答:司の対を30例iき
ぴ. S 0スケールとした(付表ー l参照)。自己像.すな
わち自分自身についてのイメージを調べるため，選択し
た形容詞の対の中には，あえてi交然とした怠味をもっ対
も入っている。被験者が手軽に調査に応じられ，かつあ
る程度その人の自己i撃がとらえられるように.30個の5
0スケールとしてまとめた。
実施法としては，依験者は向分自身についてもってい
るイメージを思い浮かべた上で.30個のSOスケールに
ついて. 7段階評定尺度のうち最もよくあてはまる筒所
に.チェックする。出米るだけ.・・どちらでもない"の所
にはチェ yクしないようにする.
2 lS;本的対人態度調IJ定
???
-208- 児
西平副がHorneyの理請にもとづき作成した態度測定項
目を用いる(付表-2参照)。膏年の基本的対人態度の3
型について測定するものである(袋一 3参照)。
実施法lま，自分と他人との関係を考えて.調査項目の
うち.自分によくあてはまる所を.被験者はチェックす
る。
表-3 基本的対人態度の3型
T型.依存-a和鹿
&m句白色偶‘吋 p制ple 型の消俗的特性と積極的I~個面として.
愛情探き・規切・寛容・献身的.度・民主的・度・幸福留人周関係
と適格t!iT.lどの符伎を也つ.
A型.敵対=指導型
池宮田y由時a帥 tpeople型白特性と健康T.l備面として、自.心
-斗志・積極的主人生・度・企画性・実行力IC富んだ指導力的特性 | 
が加わる.
p聞:orr-強銅製
&rney白酬吋 franpeoplell!の特性と積極的な側面として、地
昧な着突き 11厳T.l也のとし・あるιとへの噂念・敏創性 ・強立独
歩の責任感，~どの特性がある.
m 悶査結果の整理
l 自己{象
各人の結果を 1から30までのSOスケールの対毎に得
点化(表-4参照)，全員および男女別について.各50
スケールの平均得点を算出する。
理工系学生と商経系学生の自己像の比較を行う。理工
系(;1理学部と工学部の標本を合算したものであり，話事経
系li商学部と経済学部の標本を合算したものである。
2 基本的対人態度
調査目録がTAIの頗に並び， T A 1の項目がそれぞ
れ10ずつ入っている。 5段階尺度法でAを4点， Bを3
点， …・・以下Eを0点として計算する。算定表(袋一 5参
照)に記入した点数を，第 1列(項目1・7・13・19・25)
で合計点を出しTgの得点とする。以下同じく Ipまでの得
点を求める。 TgとTpの点を加え，これカ<Tの組点となる。
A， 1 についても問機合計点を出す。
参考ー までに， T A 1の組点の合計を100としてTAIの
%も計算する。次にTg，Ag， Igの3つを加え gの得点と
し， Tp， Ap， Ipの3つを加え pの得点とし g対pの比
を計算する。g(good)とはTA 1に関係なく好ましい対
人関係であり， p (poor)とは好ま しくない対人関係であ
る。
各人のTAI点， T%. A%・1%， g対 pの比を算
出し，全員および男女別iJ，学部別にそれぞれの平均を求
童
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表-4 50スケールの得点化
ど
と か もち iJ. と
て な や なら や f孟 て
も り や いで や り も
8 2 。 -2 -8 
点 点 点 点 点 点 点
表-5 算 定 表
1 7 13 19 25 Tg 
2 8 14 20 26 '< 
a 9 15 21 ~ Ig 
4 10 16 官Z 28 1)> 
5 1 17 23 29 Ap 
6 12 18 24 ao Ip 
粗点
宮島
める。
3 基本的対人態度と自己像との関連
a.基本的対人態度のTA 1 glj段階分け
男女各々 TAI別に得点の度数分布表を作製し，正規
分布化するため，組点をT得点に変換したうえで5段階
に分ける。得点の{ß;~、グループから順にCIX!到~グル
ープとし分類する。次に関連性を検定する上での便宜上.
①~①の5段階分類を 3段階分類にまとめる。 G過を合
わせて Iグループ，⑪をIグループ，(j!fi)を合わせてm
グループとする。
b.自己像のsoスケール得点の段階分け
50スケ-Jレ得点を+点(3点，2点， 1点)， 0点，
一点(-3点， -2点， -1点)に分ける。
c. T A 1別の 1. I. 1Iグループと 50スケー
ルの3段階(+点， 0点，一点)との関連をみるため.X2 
検定を行う。
d.上記のが検定結呆より，有意な連関がみとめ
られるsoスケールについて， T A 1別に 1. I. 1Iグ
ループの平均得点を算出する。
e. T A 1別に，それぞれIグループとmグルー
プの平均得点の差の検定を行う(t検定)。
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結 果
| 自己イ象
自己像isl定に用いたSOスケールの平均得点は.全貝
および男女思1)に表-6に示し. 自己{象のプロフィールを
図 1・2に示した。男女差について. S 0スケールの平
路]得点の差の検定を行い，有怠差のある項目のみを表-
7に示した。
理工系学生と商経系学生のSOスケールの平均得点は
表- 8 に示すとおりであリ ， 両者の差を検定した給品~.
有意差のある項目は表-9に示した。
2 基本的対人態度
基本的対人態度のTA I ~I) 'jl!~)点 ・ %などは表ー 10に
示した。
3 基本的対人態度の頬型別にみた自己像の特徴
a. T~'J傾向と自己i象
T5lj傾向3段階分類グループの人数は表-11に示すと
おりである。
T型傾向 3段階分績と SOスケール3段階分矧との聞
に，有意なi車問を示す SDスケー ル(j.表-12に示した
(X2検定)
有意な:i!E関のある SOスケールについて. 1 . I • 1 
グループ日1)のポ均得点は表一13に示す。
有意なi主聞のある SOスケールについて，T-1グル
ープとT一日lグループの平均得点の差の検定を行い.有
意差のみられた項目のみを表-14に示したい検定)。
b. A明傾向と白己{象
T型傾向と1，，)じく ， A型{頃I<'J3段階分野lグループの人
数は表ー 15に.有立なi車問をポしたSOスケールは表一
16に. 1 . I. 111 グループ~I)の SO スケールの平均得点
(j表-17に， A 1グループと A-lIグループのSOス
ケールの平均何人刊の差の検定結束:は表ー 18に示した。
c. 1 引傾向と自己f~
上記の2つの鰍型と同じよ うに表一19・20・21・22に
示した。
考 察
| 自己{象
男女差については，図-2に爪すとおり.対照的なち
がいとして.~性の「理性的J ・ 「ふかいJ. r絞維なJ，r強
いJ・「手l)ft1U内」に対して，女性はr!恐怖自ヲJ，rあきいJ.
「単純なJ，r羽L、J，r手1)己的」な自己像をも っていること
カ£明らかになった。
男性と女性の自己{撃の差異に附して.SarbinとRosen-
berg5lの研究によれば.1杉谷川のチ .1'. ''Jク ・リストを用
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表-6 S 0スケール平均得点
SDスケー ル 全 停 男子 女チ
1あかるい ーー くれ、 1.1 1.0 1.1 
2理性的 一一感情的 2 0.3 0.6 -0.2 
8積極的 一一消極的 3 0.2 0.4 。
4'6しい 一一義しい 4 -0.7 -0.8 -0.7 
5社交的 一一社交的でt~い 5 0.3 0.3 0.2 1 
6攻態的 ーー 防働的 6 -O. 3 -O. 1 -0.6 
7 htこらしい 一一ーふるい 7 0.1 0.2 。
8 S睡そんt~ 一一高慢'，l 8 0.5 0.6 0.3 
9ムかい 一-.，さい 9 0.2 0.5 -0.2 
10 病弱，~ 一一 鍵厳，~ 10 - 1.6 - 1.6 -1.6 
1 調布する ーー 不調和な 1 09 1.0 0.9 
12はやい 一一おそい 12 。l 0.2 -0.1 
13慣鍾信 一-tl純I，l 13 。 0.2 -0.4 
14列取f，l 一一臆病な 14 -0.1 。-O. 4 
15申吋こも、 一ー やわらかい 15 0.1 0.2 -0.1 
1618じやすいーー疑い深い 16 0.9 0.7 1.1 
17強い 一一弱い 17 0.2 0.6 -0.3 
18かどの晶る ーー まるい 18 -0.5 -0.6 -0.2 
19興奮しやすいー 需ー省いている 19 0.2 0.1 0.4 
20正直な 一一不正也I，l 加 1.2 1.3 1.1 
21しめった ーー かわいた 21 -0.3 -0.4 -0.1 
22きびしい 一一寛大な 22 -0.7 -0.8 -0.5 
23未勲I，l 一一成勲した 23 0.5 0.3 0.8 
24M争的 ーー協力的 24 -04 -0.5 -0.4 
251l心深い 一ー 縫単位 25 0.2 0.3 0.1 
26あたたかい 一一つめたい 26 0.9 1.0 0.6 
宮7きれい 一-d にはい 27 0.6 0.6 0.5 
28利他的 一一利己的 28 -0.2 。l' -0.5 
29よL、 一一 わるも、 29 0.7 0.9 0.4 
00 ・øt~ ーー鈍穆t~ 30 06 0.9 0.1 
表一 7 児女Jむのある SOスケール(t検定)
SDスケール t 値
2理性的ー感情的 2 3.711** 
8積極的ー消極的 3 1.978* 
6攻撃的一防衛的 6 2.485* 
9ふかいー あ8い 9 3.712** 
13復雑なー単純往 13 2.6侃梓
14勇敢な一郎病t，I 14 2.018* 
17強い 一一弱い 17 4.732** 
18かとなめるーまるL、18 1. 967* 
23未熟な一成熟した 23 2.446* 
26あたたが 、ー 勺がこい 26 2.061* 
28利他的一利己的 28 3.185*本
29よい一一わるい 29 2.846** 
30敏感伝一鈍感な 30 3.529紳
特 19ち有意水準
* 59ち有窓水準
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1めかるい < .;品、1.
2." t1崎 .情的 . 
...‘ 的 柄 a的 S
4普 L い 慢 しい 4 
島社交 的 時安的で辛い .• 
8埋k .的 1 衛 柄 .. 
1あた.;しい ふるい 1 
8.障骨h.' ‘・金 8 
• Jもかい 品事い S 
10網・. . .在 10.
11国拘ずる 本". 1 
12.1$. 宇い 起をい 12
13. .輔事 胤伺唯"
"司民主 崎痢唯"
，. かたい 帯わらかい 15. 
"信じ宇ずい 硬い慣い 1‘ 
17. tI “ • 品、 17....かど前晶る Eー るい 1..
1事興惜し宇すい 11.いTいる 10.
20正直喰 不正a令 2・
21 しめ.f: かわいた 21 
22.古びしい 寛大企 22
"衆軌申 .U¥した 28 
24・E争I/J ‘ 拘的"
，.伺心tIい 雌事 t. 2~. 
，..あたたかい つめたい 2. 
21. .れ弘、 たー唯晶、 .， 
28柑他的 句己的...
，・~ 拘るい 2由
.0.極構. .‘ ・lt J2' 30 
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図-1 自己像平均プロフィール(全体)
-1 -2 
t あかるい 〈らい
1理性的 .情的
8 柵極的 南極的
4. 11 しい ‘しい
5. It奇的 f土空自陣1で在い
6 攻鯵的 同商的
7 めたらしい 』、る L、
8 蝿そん傘 高慢栓
9 ふかい あ さい
10輯.傘 .・ *
11・‘帽する 不調和令
12. a ゃい むをい
13. !l岨企 .崎傘
14 勇 酎傘 睡嗣右
15. (1) 1; L、 やわらかL‘
16 情じ守Fい .い開い
17 惣 • ‘、
18 1P1!(f)ある 重る品、
19 圃脅し宇すい 竃細いτいる
20 正直傘 不正iI傘
21 しめゥた かわいた
22 きびしい 寛人宅
23 j是訓令 融制した
2・睡争 的 協 力的
25. JIむ揖い 世..'" 
26あたたかい つめたい
27.きれい 61:.をも、
28朝抽的 柑己的
29 よ ，、 わるい
80融組会 崎原会
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図-2 自己像平均プロフィール(男女別)
-- ?~ ( ←一・ 女 F
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表-8 理工系と商経系のSDスケール平均得点
SDスケール 理工系 高経系
lあかるい 一一くらい 1 1.2 1.0 
2Jl1l性的 一一感情的 2 0.7 0.6 
S積極的 一一消極的 8 0.5 0.3 
4苦しい 一一姦しい 4 -0.9 -0.7 
5社交的 一一社交的で1.(い 5 0.3 0.4 
6攻電産的 一一防衛的 6 0.3 。
7あたらしい一一ふるい 7 0.3 0.3 
8 S置そん'" 一一高慢1.( 8 1.0 0.1 
9ムかい 一一あきい 9 0.8 0.2 
10病弱1.( 一一健康な 10 -2.1 -1.4 
1調和する 一一 不調和伝 1 1.2 1.0 
12はやい ーーー おそL、 12 0.2 0.3 
13綾雑伝 一一 単純立 13 0.3 。
14男散と正 一-11病な 14 。 0.2 
15 '/i> t.こL、 一ー やわらかい 15 0.3 0.2 
16信じやすい一一疑い深い 16 0.9 0.6 
17強い 一一弱い 17 0.8 0.4 
18かどのある ーーまるい 18 -0.8 -0.4 
19興奮しやすい一一落着いている19 0.1 0.2 
20正直な 一一不正直江 20 1.6 0.9 
21しめった ーーかわいた 21 -0.5 -0.3 
22きびしい 一一寛大'" 22 1.3 -0.4 
23未熟な 一一成熟した 28 0.3 0.2 
24競争的 一一協力的 24 -0.7 -0.4 
25用心深い 一一経率な 25 0.1 0.2 
26あたたかいー一つめたい 26 1.4 0.7 
27きれい 一一きた1.(い 27 0.8 0.3 
28利他的 一一利己的 28 0.3 0.1 
29よい ーー わるL、 29 l.l 0.7 
30敏感1.( 一一鈍感t.c 30 0.7 0.9 
表-9 理工系と商経系の1i.rt涯のあるSDスケーJレ
SDスケール t fl直
8謙そんは一一一一 高慢f.! 8 3.054** 
10病弱な 健康な 10 2.546* 
20正ia:t.! 一 不正直な20 2.回8*
22きびしい一一一一 寛大な 包 2.臼4*
いて調べた結果は.女性にくらべて男性の方が r成熟し
たJ. r論理自'~J . rロ険的J. r熟存的J.r有能である」など
の特徴を自己に帰する傾向が強い。逆に女性は男性に く
らべて r女性的J.r感情自甘J. r↑~tl愛(J(JJ ， rやさしい」な
どの特徴を自らに認める傾向が強いようである。
自己像の男女差については.ノド調査もSarbinらの研究
結果と大体対応すると思われるが，女性が男性にくらべ
「悦愛自ヲJ. rやさしい」という 点に関して，本調査では男
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表一10 基本的対人態度
〔全体〉
〔男子〕
C女子〉
表-11 T型傾向 1-111グループの人数
〔全体〕 〔男子〕 【女子〕
表-12 X'検定の結来 (T得点と有窓な述I測の
ある SDスケール)
SO:>ヶ-，. 全体
Iめかるいー 〈らい l 10.9描.
S個極的一摘極的 S 16.7U.. 
6唖.的ー防衛的 6 16.1師"
7，;. たらしいー ふるい 7
10騎射'"-睡眠l.l 10 10.1園事
13檀瞳はー岨同信 13 
18 !!l量~ -.両信 1・21但迫"
16 信じゃ旬、、 ー蝿齢、~、 16
17強い ー剣い 17 15剖7"
18会ぜ:0級渇ーまるも、 18 弘掴1
20正温匂ー不正直也 20 9.町9'
23阜県'"-成嶋しに23 1 9椙'
担.1'1'"-蝿If'" 30 
開子
同9感田拍6•• 
11.9部.
9.6E百.
10818-
113訂 .
1砧2'
.1 !itlnG:水'"・6io>有.水・
女子
H9 縦昌51型司e65• -
、祖霊「
17. 8'18.. 
IL ..4* 
子の方が女子よりも fあたたかいJ，fまるい」という傾
向がともに大きいといえる。
理工系学生と商経系学生の自己{象を比較した場合.両
者で差の見られたのは，理工系学生の方が商経系学生に
くらべ「謙そんな」傾向が大きいほかに.「!寛大なJ.r正直なJ.
「健康な」傾向がそれぞれ大きいということがわかった。
2 基本的対人態度
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表-13 T~'!傾"'J I-I1Iグルー プ
SDスケール平均得点 (有意な連関のみ)
t童 停】 【男子】
A7h - T-I T-s T-m ス可瓦ル T-I T-n T-1I1 
1 1.8 0.9 1.8 1 1.8 0.8 
s 1.1 。-O. 2 B 1.0 0.4 -0.2 
6 0.3 -0.4 -0.7 6 0.5 -0.1 -0.5 
10 -1.8 - 1.6 -1.3 14 0.5 0.1 -0.4 
14 0.6 -0.2 -0.6 16 0.1 0.7 
17 0.8 0.1 -0.2 17 1.1 0.5 
18 -0.2 -0.8 -1.0 宝島 1.4 1.0 1.7 
20 1.8 1.1 1.5 C女子】
怨 。1 O. r 0.7 ス布五ル T-I T-n T-II 
s 1.2 -0.3 -0.2 
6 自 -0.7 -0.9 
7 0.6 -0.3 -0.1 
18 -0.8 -0.3 -0.8 
14 0.8 -0.6 1ー.1
30 0.9 -01 -0.2 
」一一
表一14 T~~傾向T-I 対T-IIISD スケール
平均得点の差(t検定)
【全 体】
50スケール t 値
8積極的 消極的 S 4.779" 
6攻態的 防衛的 6 3お8"
14勇敢'.l .病'.l14 4.2ω帥
17強い 弱い 17 S民13"
18かとのある まるも、 18 2. ~17" 
【男子〉 【女子〉
50スケール t値 50スケール も儲
S積極的ー消極的 8 3泊18'・S積極的一消極的 3 3.327" 
6攻隼的ー防衛的 6 2.943" 14凋散とc-攻司直的1( 4以r"
14男敢'.l-属病'.lI( Z皮;0'
信じゃ疑い 2.791" 16すい -深い 16 
17強いー弱い 17 2.943輔
表-15 A型傾向l-fl(グルー プの人数
【全体〕 (男子〕 〔女子〕
西平6'によれば，一般に女子はT型が圧倒的に多<. 
I盟がこれに次き" A虫はさらに少ない。男子はT砲が
多いが， A型・ l型もかなり見られるという。 この傾向
は本調査でも，男子 ・女子ともよくあてはまるように恩
われる。
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表-16 x'検定の結果 (A得点と有意な連関のあ
るSOスケール)
5D"ケー庫 生陣 男子 女子
-・極的ー摘極的 s 担割" U.尉密"
2掴・a.47髄副岨".  S訟史的ー栓史的で"い S m同町嗣98." I~・嗣ー筋商問 e 出品目"
8・~んf._高慢f. 8 21鍵強" 16.961.. 
1.帽するー存a・和信 1 1. lil. 、盟百「
16かたいーやbらかい 16 
叫踊a1刷a‘B H• -回時同S圃正d曹直佐W蔵"喝ー和ー不~J正aT直fI4z2 ta 2'1.J12" 1" 11.副，"いる掴1・ ロ.600" 10 9.612. 1Z. 21副~， 
n・σしいー竃大" 22 
Sl1a61国4d制r" -
21.1由"
曲家風俗 -，，11¥な 田 1'SG7縦4訓08.•• 
剖風俗的ー幽力的 制 毘，1田“
表ー17 A型傾向1-I1Iグループ
soスケール平均得点(有意な途関のみ)
E童陣〕 E男子〉
"ケ-w A-l A-n A-II h 
スケ-w A-l A-n A-m 地
s -0.7 。.5 0，6 s -0，4 0.7 0.6 
6 -0.8 0.4 0.6 6 -0，8 。 0，6 
e -1.0 -0.・ 0，5 
s 1.2 。s-0，1 
1 1.4 0・ 0，7 
s 1.2 0，6 -0，1 
15 -0，1 0，4 0，1 
18 -1.0 - O. ~ 0，4 18 - 1.2 -0.8 0，2 
1・ -0.4 0.4 0，4 19 -0.5 0.6 。
20 1.5 1.2 1.0 28 0，9 。 0，1 
n -1.1 -0.7 -0，8 
28 l.l 0.8 。，4 24 -1.1 -0.6 
0.8 ーu -1.1 -0.5 。4 E女子〉
ヌケーN
A-l A-I A-m 地
s - 1.8 0.2 0.8 
s -0，6 。今2 0，7 
6 一 1.4-0，8 0.4 
1 1.6 0.7 0，7 
18 -0.6 -0.6 0.6 
19 -0.2 0.8 1.0 
舘 -0.8 -0.8 0，4 
24 -1.8 -0，4 0，4 
表-18 A型傾向A-1対A-II 
soスケール平幼得点の差(t検定)
E全信3 E鯛子〉
SD"ケ-N ‘・ S 0"ケ』声 色他
-・・的 ーー補‘同 a I 4.9制"
S社交的 一一社交闘で"い島 1.0. 
‘~・聞 -ー pj術的 • I .“岨"
8・~んu -ーー 轟"" I 5Z.S苗闘1"・I 
".加する 一一等調頑固'.1 1 
18かどのある ーーーまるい 18 I 6.01'" 
1.岡留しやすいーーー 膚着いているゆ 200.' 
81帽酎 ーー補NJ • I ~箪a・・
‘~・崎 一-PlI刷$."，" 
..そん(l -."'.1 8 &町."
叫がどのあるーーーまるい 18 U!調8"
21朱.' - ...しに誼 Z.2I調8'
訓"。除酎 一一 也tJ例 制 3. 797" 
盟 .，..しも、 ーー竃大f. 盟
国家_'.& -1tIlした 掴 1錨. (j旨子3
重
..駒 ーー 一回力闘 副 ..7描 SD:lI.，.-. t・」
..‘酎 一ー絢‘酎 S 
‘往袋副 -ーIt先的でuい 5 Z嗣2
I!使・~J -ー VJ術的 ι.，刷，": 
".，目する 一一ー ホ.Alu 1 I 2.7曲， ， 
同かどのある 一一ーまるい 18 之市・|
..".しやすいーー-..ぃτいる 1. 1輯2'I 
2Uσしい 一一ー寛大u 盟主T掴'1
剖蝿争的 ーー圃月的 担 b舵，"
3 基本的対人態度の類型別にみた自己像の特徴
a. T型傾向と自己像
T-IグループとT-I1グループのsoスケール平均
得点の比較により.明らかになった点は次のようである。
T型の傾向が場加する(Tの得点が地加する)と，自己像
(6 ) 
学
表-19 1型傾向 1-I1グループの人数
C全体〕 〔男子〕 (女子〕
表-20 X'検定の結果(1 得点と有意な連関のあ
るsoスケール)
SD見守-N 全体 男チ 女子
1ゐかるい ー一- <らい 1 副，胃O軸 凪 2田園 1%.1岨.
S圃画的 一一ー摘‘嗣 8 1 I~ 踊r:・ 田.01・0" 11.ff12. 
4苦い 、 一ー 一事しい • I 2l.“10" 、.253'・
島社宜的 -ー 11宜的で伝い S 42. 284.. 町，51抱" 18，岨4帥
7あたらしい 苧ー ー ふるい '1 11，&刷崎 16，忽民自"
U鋼和する 一一ー不.和信 1 盟、，67" 17.718" 
1211ゃい 一ー一知ぞい 12 I 14.8園"
14 ，，6:(1 一一 .咽f， . I 2~岬1- 百.噛f・
凶かにい 一一ーやむらかい 15 10，“自"
1，瞳い 一一一弱い げ日4嗣2" 10.1‘" 
田正Of' 一ー一不正直信 却 9，晶a・
21しめ?t: -一ー かわいた 21 I 10，221' 10.4却.
22きびしい 一一ー 竃犬伝 22 I 1.81扮" 10.441* I~司9'
揖ゐたにかい 一一一 つめたい 部 札制割0" 掴，<2-
町.れい 一ー さに刷、 2T 1 15，(闘" 12.284* 
掴・kllf， 一一一蝿・" 国 10， ，届. 14.8111輔
品，瞳聞幽自胸
表-21 1型傾向 1-I1Iグループ
soスケール平均得点(有意な述関のみ)
E主陣】 【則子〕
スヶ両EW (-( ( -D 1-11 ~.N (-1 I-s 
l 1.5 1.2 0，4 1.5 1.8 
a 。7 0，4 -0.5 s 1.0 0.6 
‘ - 1.0 -1.0 -0.2 ‘ -l.l -1.0 s 0，9 0，6 -0，7 I s 1.0 0.7 
T 0，5 0，8 -0，5 7 0.7 0，4 
I L4 1.1 0，2 1 1.5 1.8 
12 0.6 0，1 -0.4 14 0，6 0.1 
14 0.3 。 -0，8 21 -0，8 -0.8 
15 -0，3 。 0.5 n -1.2 -0，8 
17 0，4 0，4 -0.2 80 L4 1.1 
20 1.5 1.2 0.9 
21 -0.5 -0.3 0.1 
22 - 1.0 -0.8 -0，3 
【宜 .f】
26 1.8 1.0 0.2 IA"N.- 1-1 l-R 
27 0，9 0，6 
田 0.9 0，8 
1 
s 
1.5 1.1 
0，3 。
E 0.8 0，1 
1 -0.2 -0.2 
22 -0，8 -0.8 
26 1.1 0，9 
27 0，9 0，8 
は次のように変化する。まず全体的にみると，
積極的→消極的
弱敢な→ E章、病な
強い→弱い
攻撃的→防衛的
まるい傾向が大きくなる
1-皿
0，1 
-0，7 
。
-0，9 
-0， 6 
0.1 
-0，8 
。
-0，4 
0，1 
1-圃
0，7 
-0.3 
-0.4 
-0.5 
-0.2 
0.3 
すなわち T型傾向の顕著な者の自己像の特徴は，消
極的で，臆病で.弱<.防衛的であり，かなりまるいと
丹下・椴来:青年の自己像 と基本的対人態度 -213-
雪量一22 1型傾向 1-1対 1-II 
soスケール平均得点の差(t検定)
E金 .. 】 (1'子3
SD~ ，. -N ， . SDスヶ-w ‘・
Iあかるい < ~い 1 .  1"".晶、、 〈らも、 1 
8・・Il -羽肉‘町 s 5.117.. ...前一穂‘的 S ‘“(j.. 
411しい 蝉ーしい ‘ ~I輔" '1しも、 一 曜い‘ 4 3.111.. H土交創 一位変町t"~'\ 1) .114" 事也実同 一社交的でないS s・嗣"
7あたらしいーー ムるい 7 (.4... 11>たらしい- ..るい ? 亀h唖6・
".和するー不a如，~ 1 u . ・ II.JoI.l -ー 不圃拘"" M・C・
1211ゃい ー-..~色、 " ~明.M 141UI" - .輔" 14 <師。・
1411雌" -・網I~ ，{ "・‘. 21しの.たーー かわいた 21 11104' 
"かたい やーりらかい同 S. ~I " 盟畠びしいー ー 竃""盟 11国.
17値い 一跡、 1 Z剖2' 1O.'.l -ー 鈎・"・0 ~閣f・
20 JfIO'.l -ーホ止o.l~ 2口抽. E女子】
21しめ.，f:-ーかめいた ま1 Z町0"
理 HJしいー .ー"" 22 t 111.. SD'ケ -w a・
置ゐたにかいーつめたい 踊 ‘ー眉1M tあかる也、 〈らい l肺'
釘.nい ーー畠た"いt1 U.1・- .u変酌 一社交的て'"・6 l国tM
聞・・" -・" 制 &剖4.. 211，1:1:.6崎、ーウめたい 2・ . 181-. 
80.れいー-loた"い 80 1174. 
いうことが出来る。
男女別に見てみると次のようである。 T型傾向が増加
する と，男女の自己像は次のように変化する.
〔男子〕
械極的→消極的
攻撃的→防衛的
勇敢な→臆病な
強い傾向が小き〈なる
mじやすい傾向が大きくなる
〔女子〕
勇敢な→臆病な
積極的→消極的
T型傾向の顕著な男子の自己{象の特徴は.消極的で防
衛的であ り， あまり強く なしかなり信じやすく .また
臆病でレある。 T型傾向の顕著な女子の自己像の特徴は，
臆病で消極的ということが出来る。
b. A型傾向と自己像
A型傾向が増加すると自己像はどのよ うに変化するか
を，全体的.男女別に見てみる。
〔全体〕
協 力的→競争的 社交的でない→社 交的
防衛的→攻撃的活着いている→興奮しやすい
謙そんな→高慢な寛大な傾向小さくなる
ま る い→かどのある 調和する傾向小さくなる
消極的→償極的未熟な傾向小さくなる
すなわち. A型傾向顕著な者の自己像の特徴は.量産争
的，攻撃的て二高慢でカ・どがあるが，積極的で社交的で
ある。またあまり寛大でも調和する方でもないが，あま
り未熟ではないということが出来る。
〔男子)
防衛峠→攻撃的
まるい→かどのある
謙そんな→高慢な
( 7 ) 
協力的→量産争的
消極峠→積極的
未熟な傾向が小さくなる
〔女子〕
消極的→積極的まるい→かどのある
協力的→競争的寛大な→き びしい
防術的→攻毒症的落着いている→興奮Lやすい
社交的でない→社交 的調和する傾向小さくなる
A型傾向の顕著な男子の自己像の特徴は，攻撃的でか
どがあり，高慢で量産争的であるが，積極的であり.あま
り未熟ではない.A~傾向の顕著な女チの自己像の特徴
11.積極的で競争的.攻撃的であり.社交的でbある。ま
たあまり調和する方ではなしかどがあり，きびしく興
奮しやすいといえる。ただ女子の場合，謙そんな一高慢
なという自己像は関連がないよ うである。
c. 1型傾向と自己像
l ~傾向が尉加すると自己像の変化はどうなるかを，
全体的，男女別に見ょう。
〔全体的〕
社交 的→社交的でない あたたかい傾rt.J，j、さくなる
あかるい傾向小きくなる 調和する傾向小さくなる
機極的→消極的あたらしい→ふる い
勇敢な→臆病なは やい→お そい
きれいな傾向小さくなる 寛大な傾向小きくなる
やわらかい→かた い正直な傾向小さくなる
敏感な傾向小さくなる かわいた→しめった
楽しい傾向小さくなる 強 い→弱 L、
すなわち. 132傾向の顕著な者の自己{象は，社交的で
なく，あまりあかるい方ではなし消極的て.Jtfr，、病であリ.
あまリあたたかい}jでも調和する )jでもなく，ふるくて
おそい。あまりきれいではなしかたし、。あまり敏感で
はなしあまり楽しくも'fi:大でもA[iでもなししめっ
た.弱いということが出来る内
〔男チ〕
社 交 自片J→社交的でない 調和する傾向小さくなる
積極的→消極的敏感な傾向小さくなる
あかるい傾向小さくなる 楽しい傾向小さく主る
勇敢な→憶病なかわいた傾li'J小さ くなる
あたらしい→ふ る い 寛大な傾向小さくなる
〔女子〕
あたたかい→つめたい あかるい傾向小さくなる
社交的→社交的でない きれいな傾IlH、きくなる
11'i傾向の頒者な男子の自己(象の特徴は，社交的でな
く消極的であり，あまりあかるい)iではなく，臆病でふ
るし、。またあまり調相する方でも寛大でもなしあまり
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敏感でーはなしあまり楽しくもなしあまりかわいた方
でもない。 I型傾向の鍍著な女子の自己像の特徴は.つ
めた〈社交的でな く，あまりあかるい方でもきれいでも
ないといえる。
I型傾向の顕著な場合. T型・ A型の場合と異なり，
男子と女子の自己像の特徴のちがいが目立つ。社交的で
なく，あまりあかるい方ではないという点だけが男女に
共通した自己像であるが，あとの残りは同じ I型でも男
子だけ，女子だけにみられる特徴があげられている。
T型， A型， 1型それぞれ顕著な傾向のある者は，そ
の基本的態度の特性と自己像の特性が大体よく一致して
いるといえるのではないか。
類型的に検討してみよう。
(T型〕 消極的て。臆病で弱いというように自分を弱小
視し防衛的な自己像をもち.肯定面としては，かなり
まるいという親和的な自己像をもち， T型の特性と大体
一致している。
(A型〕 他人は自分との鶴争者であり，カ関係から他
人との関係をみるという A型の特性とよく対応する自己
像をもっ。
( 1匂) 1型の者の自己{象の特徴は多〈見出されてい
るが.全般的に否定的消極的な向己像をもち.積極的な
ものが見出せなL、。孤立.隠退，逃避により自分を防御
するといったI型の消極的特性と大体対応した自己{象を
もっていると思われる。
要 約
1 )符年の自己{撃と基本的対人態度の関連をみるため
2量 学
に.彼験者として，大阪市立大学学生200名を対象に選
ぴ.性・学年 ・学部がなるべく偏よらないように.また
所属クラブも運動系・文化系・音楽系で偏よらぬよう配
慮した.
2 )自己像の測定にli，S 0法を用い，性格，身体像
など自己像を表わすと恩われる形容詞の対30個を選ぴ，
それぞれ7段階評価を行わせた。
3 )基本的対人態度の測定には.Horneyの理論にも
とづき.西平が開発した態度測定項目を用い. 5段階評
価を行わせた。基本的対人態度はT型(依存=鋭利型).
A型(敵対=指導型). 1型(孤立=独事IJ型)の3型を測定
する。
4 )基本的対人態度と自己像との問には，類型車Ijにそ
れぞれ関連のある特徴が見出された。
5 )自己像の男女差については. 5対の項目で対照的
な差が見出された。また理工系学生と磁経系学生との間
にも 4項目で王室典が見出された。
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Summary 
1) ln order to mvestigate the relationship between young people's self.images and their attitudes to other問。ple，笈ね
student of Osaka City University were selected as the subjects for this study in such a way that they were properly 
distributed in respect of their sex， age， and faculty. The kind of club they belong to…sports， liberal arts， music， 
etc. .・ wasalso taken into consideration. 
2) In the measurement of self.image the Semantic Differential Method was adopted ; the subjects were asked to make 
a seven.grade evaluation for themselves in each of the thirty pairs of adjectives which are related to the expression 
of self.image， such as those concerning character， temperament， bαIy image， etc 
3) In the measurement of attitude to問ople，the questionnaire items developted by Nishihira based on Horney's theory 
were used， and concerning those items the subjects judged their attitudes to others on a five.grade system. 
ln de喝lingwith the results， basic attitudes to people were classified into the following three types : (1) Type 'T' 
(dependent = familiar)， (2) Type ， A ' (oposing = leadmg)， (3) Type ・1' (isolated = creative)。
4) In each of three types signi自cantrelatlOnships were observed between self.images and baslc attitudes to people. 
5) In five pairing.items， contrasting di仔'erencein self.image was noticed between boys and girls， and also between 
the students of science and engineering and those of commerce and economics was found considerable di仔erencem 
four items. 
(8 ) 
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付表-1 自己像測定項目
ど
と IJ) や もち や IJ) と
て f.[ や f.[ら や な て
も り いで り も
」
1 あかるい くらL、 1 
2 湿性的 感情的 2 
8 積極的 消極的 8 
4 苦しい 楽しい 4 
5 社交的 社交的でない 5 
6 攻駆的 防衛的 6 
7 あたらしい ふるい 7 
8 議そんな 高慢な 8 
9 ふ、 ÌJ)~ 、 あさい 9 
10 病弱な 健康な 10 
11 調和する 不調和f.[ 11 
12 はやい おそい 12 
13 復雑T.t. 単純な 13 
14 勇敢な 臆病な 14 
15 IJ> t.こL、 やわらかい 15 
16 信じやすい 疑い深い 16 
17 強い 弱い 17 
18 かどのある まるい 18 
19 興奮しやすい 落着いている 19 
20 正直な 不正直な 20 
21 しめった かわいた 21 
22 きびしい 寛大な n 
塾 未熟f.[ 成熟した 23 
24 競争的 悔力的 24 
25 用心深い 経率 な 25 
26 あたたかい つめたい 26 
27 きれL、 きたない 27 
28 利他的 利己的 認
29 よL、 わるい 泊
却 敏感f.[ 鈍感な 30 
と IJ> や もどや カ〉 と
て f.[ ゃなちゃ な て
も り L、ら り も
で
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付表ー 2
1 
2 
10 
12 
13 
24 
25 
お
?
??
21 
22 
28 
14 
15 
???????
? ?
???
8 
9 
11 
8 
5 
6 
4 
7 
1私は人に対して暖かく世話することがすきだ
2私は人I乙対して忠告したり、意見をいったりする
3弘は人に対して余り干渉しない乙とにしている
4私は人がいないと寂しいのでいつも人とー絡にいたい
5私は人'と争う(喧嘩、口論〉 ζとが多い
6私は人と会いたくない乙とが多い
7私は人のいう乙とに素直である
8f!，.は人を指導する(リード寸る)カがある
9私は一人でコツコツ仕事をする乙とを好u'性質である
10私は人に対して臓病で逃げ腰である
11私は人K対して倣慢である
12私は人に対して冷淡である
13私は年上の人から可愛がられる
14私は年下の人から尊敏される
15私は一人で本を銃んだり散歩したりするζ とを好む
16私は人から甘えっ子fごと恩われている
17私は人から乙わい人Tごと思われている
18払は人から冷たい人fごと思われている
19私は人から暖かい人fごと思われている
ro私は人から頼もしい人fごと思われている
21私は人から護員宣伝人fごと思われている
2私は人生はt.cんととc(心細く、恐ろしいと恩弓
23私は人生は斗いの場所であり、勝利者にならなければ
乙思う
24私は人生は結局孤独〈ひとりぼっち )t.cのだと思う
25私は人のいうことを気にする方だ
26怠は人がどう思っても、平気で自分の信じたままをど
しどし実行する
27弘は人のいう乙とに無関心t.l方だ
28私は人嫌いではないが人前にでると恥ずかしがりだ
29私は一般に反抗的である
30私は一般に非社会的である
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